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沖縄で簡単に入手可能な植物を用いた

葉脈標本づくりを取り入れたワークショッププログラムの開発

-沖縄こどもの国ワンダーミュージアムでの実践から-
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要 約

沖縄こどもの国ワンダーミュージアムを実践の場として､小学校第6学年理科 ｢植物の養分

と水の通り道｣や ｢生物と環境｣単元とつながりのある葉脈標本づくりを取り入れた新規ワー

クショッププログラムを企画した｡葉脈標本の作製に際しては沖縄県内で比較的簡単に入手可

能な植物の中から葉脈標本に適した植物を選定し､地域に根差した効果的な教材化を図った｡

沖縄本島北部西銘岳及びその周辺､那覇市末吉公園及びその周辺､琉球大学千原キャンパス内

の3カ所から38種類の植物を採取して用いた結果､ヤブツバキ､ リュウキュウコクタン､ヒサ

カキサザンカなど22種の植物の葉で葉脈標本を作製できた.実際にワンダーミュージアムでヤ

ブツバキとヒサカキサザンカを用いて ｢葉脈標本のしおりづくり｣と題したワークショップを

一般の来館者を対象に実践したところ参加者の反応も良く､時間的にも無理なく実践できた｡

1.はじめに 博物館などと連携､協力を図ることが求められて

いる=)｡博物館などは教室で体験することが困難

新しい学習指導要領に基づく理科の授業では､ な自然科学､科学技術の発展や地域の自然に関す
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る情報源であり､実物に触れたり､専門的な説明

を受けたりすることも可能であり､連携､協力す

ることで学習活動を充実していくことも可能であ

るl~6)｡しかしながら､博物館などで理科や生活科

の学習を行う機会は決して多くはない｡さらに小

学校理科主任や中学校理科教員の多くは外部の専

門家との連携の必要性を感じていながらも時間的

なゆとりがないこと､費用の確保､どの様な活動

が可能なのか分からないことが障害だと認識して

いる718)｡沖縄県那覇市内の教員を対象として行っ

た動物園を対象とした類似の調査でも､約7割の

教員が動物園での授業実践は有効だと思っている

が､同時に過半数の教員は動物園で何ができるか

わからないので教えてほしいと要望 していた9)a

また､沖縄市にある博物館類似施設10) ｢沖縄こど

もの国｣の科学啓蒙施設ワンダーミュージアム

(以下WM)に来館経験のある教員は､WMが学

習の場として有効であると認識している｡しかし､

WMを学校教育の一環で利用したことがある教員

は少ない｡さらに､WMにある展示物やワークショッ

プ(以下WS)の概略をただ提示するだけでなく､

｢所要時間や学校教育のどの教育とどう関連 して

いるのかを示す情報もわかりやすく示すものがほ

しい｣といった要望もあったln｡ しかしながら､

多くの博物館では学習指導要領との関連を図った

プログラムを提供できていないというのが現状で

ある-'21■3)｡

沖縄本島中部沖縄市にある沖縄こどもの国は､

沖縄県や沖縄市などが出資した ｢財団法人沖縄こ

ども未来ゾーン運営財団｣が運営する動物園やW

Mなどからなる複合施設である｡この施設は､沖

縄本島内の主要都市から概ね車で 1時間圏内に位

置し､半日から1日日程での校外学習を組み入れ

た沖縄本島内での学校教育活動を想定するには適

当な施設の-つである｡ これまでにも様々なWS
プログラムを用意してきていたが､積極的に学校

教育活動とのつながりを示せてはいなかった｡そ

こで､本研究では博物館や科学学習センターなど

と連携､協力を図ったり､積極的に活用したりす

る理科授業を実践していくための基礎研究として､

理科で学習する単元 ･内容と関連する､WMをそ

の実践の場と設定した新規WSプログラムを企画

した｡また､来館者に対して実践することを通し

て新規WSプログラムがWMのWSプログラムとし

て妥当なものであるかどうかを検証するとともに

授業との関連について検討した｡

2.新規 ワークシ ョッププ ログラムの企画

に関 して

これまでWMで行われてきたWSのプログラム

は､どちらかというと物理 ･化学系のものやもの

づくりの要素の強いものが多かったため､新規W

Sはこれまであまり行われてこなかった生物関連

で企画することとした｡沖縄こどもの国には動物

園も併設されており､動物に関する内容はそちら

で用意できるため､今回の企画は内容の重複を避

けるために植物分野とした｡その際､小学校の利

用が中学校､高等学校に比べて多く､2010年10月

にはWMで動物の骨格標本の展示が行われたこと

や他県の博物館などでよく利用されているプログ

ラムとして葉脈標本の製作があることから､WS
プログラムには小学校第6学年 ｢植物の養分と水

の通り道｣単元との関連も意識し､葉脈標本製作

を取り入れることにした｡他県で葉脈標本製作の

WSを開催 している博物館川では､材料としてヒ

イラギやヒイラギモクセイなどの利用を想定して

いる｡しかし､これらの植物の分布状況が本土と

は異なるため沖縄県内では前述の樹種の葉を入手

するのは困難である｡このため､沖縄県内で比較

的簡単に入手可能な植物の中から葉脈標本に適し

た植物を選定することで､地域に根差した効果的

な教材化を図るとともにそれを活用した新規WS
を企画し､導入を検討した｡

3.方法

3.1 沖縄県内で入手可能な植物の中から簡単に

葉脈標本が製作できる植物の選定

沖縄県内で簡単に入手可能な植物の中から葉脈

標本製作に適した植物の選定では､授業やWMで

の団体利用時間内 (55分間)での実践ということ

を踏まえて､水酸化ナ トリウム水溶液中で葉を加

熱する方法で行った｡葉脈標本製作に適した葉の

選定は､①入手のしやすさ､②水酸化ナ トリウム

水溶液での加熱時間､③葉脈の硬さ､④葉脈の様
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表 1 沖縄県内の在来植物か ら葉脈標本 に適 した植物 を選定する観点 と基準

観点 記号

① 亡諾 さ …

判断基準

校庭や公[凱 街路樹など比較的入手しやすい場所にある
二次的環境であれば比較的に採取しやすい
二次的環境であっても探しにくい

○ 水酸化ナトリウム水溶液での加熱時に10分以内で処理できるもの

② 加熱時間 × 水酸化ナトリウム水溶液での加熱時に10分以上かかるもの
時間に関わらず,葉脈標本にできないもの◎水中から引き上げる際に形状を保ったまま取り出せる(シート不要)

③ 葉脈の ○ 取り出す際にシートを使うと形状がきれいな状態で仕上がる

硬さ △ 取り出す際にシートを使っても形状が変形しやすい一書姫脈標本にできなかったもの◎葉脈がきれいに残っていて標本としての完成度が高し

ところどころ切れるところはあるが標本としての完成度は高い方

葉脈が弱いため切れる部分があり標本としての完成度は低い
丁寧に作業をしても葉脈がuJ]れる

葉脈標本にできなかったもの

表 2 葉脈標本の製作 に使用 した植物一覧

No 植物名 科 学名 採取場所

HookeLA)-n

日,aJ//chll(DC

2 アマシソ1

4 イスノキ

5 イタジイ

6 オオイクビ

7 オオシイバモチ

8 オキナワウラジロガシ ブナ利

9 オキナワシャリンバイ バラ科

フウチョウソウ科

//exll′a/bu/g/ILoes

(Malく1110)Hatus】ETtaeXYamazak】etMashtba

RJ7aPh/o/ep/slnd/ca(L.)Llndl.exKervar /Iud/uensJS(Koldz.)
K]tamura

FICuSmlCrOC,2IPHL

/.a//gJOSaGForst

CJnnamOmumCamPJ70ra(L

Acerob/oJ7gumWall /loanum(Hayata)Hatuslma

14 クチナシ

16 コバンモチ

19 シークワ-サー

20 シマグワ

21 ショウベンノキ

23 タイミンクチバナ

27 バクチノキ

28 ハマイヌビワ

31 ヒメユズリハ

32 ホソバムクイヌビワ

33 ホルトノキ

34 マテバシイ

35 ヤブツバキ

36 ヤプニッケイ

37 リュウキュクコクタン

GaJ･denJajaSmlnOldesElHs

nJ70dodendlonscablumD

Lil/aeocarpuSJHPOnlCuSSLeb

スイカズラ科 V/bu/･numsuspensum

サザンカ科 Came〟JaSaSaJ7quaThumb

ミカン科 cJtJ･uSdepJ･essaHayaLa

クワ科 MorE/SOust/a/JSPo]r

ミツバウツギ科

クスノキ科 Neo/ItSea

ヤブコウジ科 My/･S/nesegu/n//Lev

クスノキ科 /I//aC/N/uSthunbe/-gJJStet)

オトギリソウ科 CD/Ophy/JLJmlnOPJVJum L

F/cusI,//'gataRelnW

TutcherJaVJrgHta(Koldz

CameNJa/ulcJ7uenSJST

DaphnJPhynumLe/JSmann//ZoIL

FJCuSamPe/asBurmannI

LIJaeocaJ･PuSSy/1′eStrJS(Lour.)Polr.Var.e〟JPLJCuS(Thumb.ex
Murray)Hara

(Mal川10)Nalくa】

Came//JajZIPOnJCaL

D/Ospyros/eJ-/･ea(Wllld

ツバキ科 AdJnandralyukyuensISMasam

bun/ro/Ja(Rottb

記号 N.西銘岳とその周辺,S,末吉公園とその周辺,R.琉球大学構内
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子の4つの観点で行い､表 1に示す基準で判断し

た｡②～④の判定は､ 1種類の葉に対して 5回

(5枚)以上行った結果を踏まえて判断した｡

植物は､沖縄本島北部西銘岳及びその周辺､那

覇市末吉公園及びその周辺､琉球大学千原キャン

パス内の3カ所から38種類の植物を採取して用い

た (表 2)o

葉脈標本の製作は次の要領で行った｡まず､採

取した植物を10%水酸化ナ トリウム水溶液に入れ､

葉が柔らかくなるまでゆでた｡ここでは作業のし

やすさと子ども達が飽きずに作業を続けられるこ

とを考慮し､所要時間を最長10分と定めた｡その

後､水の入ったバットの中で水を入れ替えながら

数回すすぎ､最後に数分問水に浸した｡水を入れ

替えた後､長さがそろっている平らな毛先からな

る歯ブラシで葉の表面を優 しく叩き (写真 1)､

写真 1 歯ブラシを用いた葉肉除去の様子

柔らかくなった葉肉を水中ではがしていった｡バッ

ト内の水が汚れてきたらその都度水を入れ替えて

作業した｡中心部分や葉の淵は葉肉が残りやすい

ため､ある程度葉肉がはがれたところで､葉肉が

残った部分の表面を指でたたいて全部除去した｡

子どもが作業することを念頭に置いた場合には､

葉肉が除去され葉脈だけとなった葉を簡単に水中

から取り出せるかどうかも重要な観点の1つとな

る｡葉脈の強度の違いから素手ですくい上げて取

り出すのが難しい場合はポリプロピレン製のクリ

アファイルを適当な大きさに切断したもの (以下

透明シー ト)を利用して取り出した.金魚すくい

の要領で葉脈の下に透明シー トを入れ､水から引

き上げる際に葉脈が重なったり､曲がったりしな

いように注意した｡

3.2 WSプログラム ｢葉脈標本のしおりづくり｣

に必要な着色作業

学校は各教科の内容に則した効果的で効率的な

博物館の活用を求めるであろう15)と予想できるが､

WMではものづくりや芸術性も意識 したWSプロ

グラムが求められている｡そのため単なる葉脈標

本の製作だけではなく､それに着色してしおりに

することまでを取 り入れてWSプログラムとした｡

葉脈の着色染料として､インク (100円ショップ

で販売されているインクジェットプリンター用交

換用染料インク)､ポスターカラー (100円ショッ

プで販売されているもの)､メチレンブルー水溶

液 (観賞魚用白点病治療薬 ニチ ドゥ メチレン

ブルー)の3種を用いた｡

水性のポスターカラーを用いる場合には､水中

からすくい上げる際に使用した透明シー トに葉を

載せて､好きな色のポスターカラーを指にとり､

優 しく葉の上に指を載せるように着色していった

(写真2)O両面とも色をつけた後､上からティツ

写真2 ポスターカラーを用いた着色の様子

シュペーパーをかぶせて軽くおさえた｡この時､

染料が乾かないように手早く作業を行わなければ

ならない｡着色後に長い時間が経過すると､後述

する乾燥作業段階でアイロンをあてたときに紙に

染料がくっつき葉脈をきれいにはがすことができ

なくなる場合がある｡もしくっついてしまった場

合には､水で濡らしてゆっくりとはがす｡インク

やメチレンブル-水溶液を使用する場合は服や指

についた染料が落ちにくいため､低学年の児童に

は少し難しい｡しかし､きれいに染まる上にグラ

デーションを楽しむこともできるため高学年や好
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奇心旺盛な子ども向きの染料である｡着色作業は

綿棒に染料を染みこませ､染色したい部分に軽く

当てていった｡毛細管現象によって染料が広がる

ため､素早く作業するとよりきれいに仕上げるこ

とができる｡

染色後の余分な染料を取り除いた葉脈標本を､

紙の上に整形して載せ､別な紙で挟み込み (紙の

サイズよりも葉が十分に小さい場合には紙を予め

2つに折っておき､半面を上からかぶせる)､そ

の上からアイロンで乾燥させた｡最後に染色した

葉脈標本をラミネー ト加工し､しおりとした (写

真 3)｡

写真 3 製作したしおり (サンプル)

3.3 WMでの実践

実践は､第二筆者 (神山)が講師となり2011年

1月2日の11時～16時にWMで実施 した｡当日W

Mの入口に開催を告知する掲示だけで参加の呼び

かけを行い､それ以外の事前告知をせずに行った｡

WM内では火気の使用が困難であったため水酸化

ナ トリウム水溶液による加熱処理を予め行った葉

を用いた｡葉脈標本に適した植物の中から､ヤブ

ツバキ､ヒサカキサザンカの2種を選びWMでWS
プログラムとして実践した｡そのため､WSの内

容は葉肉を取り除く過程からしおりを完成させる

ところまでとし､参加者は水酸化ナ トリウム水溶

液で処理した葉をすすぐ段階から作業していった｡

この水酸化ナ トリウムをすすぎ落とす作業につい

ては安全に十分配慮して行った｡付録 1は参加者

に配付した資料である｡今回の実践は試行という

こともあり参加費は徴収しなかった｡参加者に対

する説明は､参加者の様子や反応を見取りながら

行うために､全員を対象とした一斉指導型の説明

ではなく､参加者の様子や反応に合わせた個別指

導型で行った｡実践後,参加者には感想文を任意

で提出してもらった｡

4.結果と考察

4.1 沖縄県内で入手可能な植物の中で簡単に葉

脈標本が製作できる植物

今回採取した38種の植物全てで実際に葉脈標本

の製作を試みた｡表 3は表 1に示した基準で判断

した結果である｡22種の植物で葉脈標本をつくる

ことができた｡しかし､植物によって葉脈の硬さ

が違うこともあり､WSや授業での実践に際して

は対象年齢や子どもの作業能力を見極めながら利

用する植物を選定する必要がある｡写真4は製作

した葉脈標本の全体図と顕微鏡写真 (接眼5倍×

対物10倍)である｡ヤブツバキ､リュウキュウコ

クタン､ヒサカキサザンカは葉脈が硬く切れにく

いため､どの年齢を対象とした場合でも葉脈標本

製作の材料として最も適している種であると考え

られる｡ただ､リュウキュウコクタンには鋸歯が

なく､葉の大きさも小さいこともありヤブツバキ

やヒサカキサザンカよりも見栄えが多少劣るよう

に感じられた｡また､ヒサカキサザンカのほうが

ヤブツバキよりも入手しにくい｡しかしヤブツバ

キとヒサカキサザンカは同じツバキ科の植物であ

り､葉脈標本を簡単に製作できたということは､

類似点や相違点を葉脈のつくりの違いから学習す

る教材を簡単に用意できることも意味している｡

これらの集の入手が困難な場合､沖縄県内では非

常に簡単に入手できるガジュマルを使用してもよ

い｡ガジュマルは､葉脈がヤブツバキやリュウキュ

ウコクタン､ヒサカキサザンカよりも弱いため歯

ブラシを使用せずに指で表面をたたくように葉肉

の除去を行うときれいに仕上げられた｡また､肉

眼での観察では葉脈の様子が分かりにくいが,顕

微鏡ではきれいに見ることができた｡また､非常

に時間がかかったクスノハカエデとイスノキにつ

いては､子ども達を対象としたWSでの実践には

不向きであるが､葉脈が非常に硬く､葉脈の様子

も非常に紬かいため､教員側が事前に製作したも

のを子ども達に提示するなどして活用可能である｡
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表 3 葉 脈 標 本 に 向 い て い る植 物

入手の 加熱 葉脈の
しやすさ 時間 硬さ

葉脈の
様子

植物名

1アデク
2 アマシバ
3 イジュ
4 イスノキ

5イタジイ

6 オオイタビ
7オオシイバモチ

8オキナワウラジロガシ

9 オキナワシャリンバイ
10ガジュマル
11ギョボク

12クスノキ

13クスノハカエデ

14クチナシ
15ケラマツツジ

16コバンモチ

17ゴモジュ

18サザンカ

19シークワ-サー
20シマグワ
21ショウベンノキ
22シロダモ
23タイミンタチバナ
24タブノキ

25テリハボク

26ナギ

カ

印

ン

豪

州
棚

7
8

9
0

1
2
3

2
2

2
3
3

3
3

34マテバシイ

35ヤブツバキ
36ヤブニッケイ
37リュウキュクコクタン
38リュウキュウナガェサカキ
表中の記号は表1の基準を示す

〇

〇
〇
◎

○

◎△
△
◎◎△
◎
〇
〇〇
〇
◎△

◎◎〇
〇
〇
〇
◎

〇

〇
〇
〇

△○
○
◎

△

◎◎◎○

一
〇
×

×

〇

一

×
〇
〇

一
×

×

〇
〇

〇

一

〇

〇
〇
〇
×

○
×

一
〇
〇

l
○

-

-
○
○

l
○

◎
△△
△

一
〇

◎一
〇

一

-
〇
〇

一

◎
◎
△△
△

△

◎△△l
△

【

△

○

△△
l〇
一

ー

ー
△

◎-
○

△△
l◎
一◎〇

一

一
△
◎

一△△△
一◎一
◎
〇

〇

一
〇
〇

一
〇
〇
〇
×

○
×

○
○

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

備考

脈が弱すぎる,熱に耐えられない

脈が弱すぎる,勲に耐えられない

が細かすぎるため,処理に時間がかかる
が細かすぎて.パンと見た感じが未処甥皇(揺
にする前)の非と同じように見える

脈が弱すぎる:勲に耐えられない

時IEjlはど処理をしても表皮が残る,日が細か

Flが細かすぎて,/iッと見た感じが兼処PJ!(標

Rが細かすぎて,/くッと見た感じが未処PJ!(標

､ため,肉眼での観矧ましにくい
引派が弱すぎる;熱に耐えられない

)様子を見ながら数分棲皮で行う)必要あり

ため,作業しにくい

:黒く,観苧知ましやすい

作業に不適である

くし,非脈の様子を観桑することは可能
行脈のためか,雛脈だけが出てきて形状を

熱に耐えられない

;熱に耐えられない

肉眼での観矧ましやすい

鳩目'"Htまど処理をしても炎皮が梯る,目が柵か

時間がかかる

また､今回の加熱処理で葉脈標本が製作できなかっ

た植物の中で､熱で溶けてしまったものに関して

はアルカリ性水溶液に数時間から一晩漬け置きす

るなど反応を穏やかに行う処理を採用すれば､葉

脈標本を製作可能であると思われる｡例えば､シー

クワ-サーやヒメユズリハの葉は加熱処理をしな

くても10%水酸化ナ トリウム水溶液に一晩漬け置

きすると葉脈標本を製作できた｡ ヒメユズリハは

加熱処理では､少々葉肉の除去作業が難 しかった

が､漬け置きの場合だと加熱によって葉脈自体が

もろくなってしまうことを防げるため､加熱をし

た場合より若干葉肉除去作業が行いやすいように

感じられた｡ しかしながら､熟に弱い種は葉脈が

硬くはないため､ヤブツバキ､ リュウキュウコク

タン､ヒサカキサザンカに比べると作業しにくかっ

た｡
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I L ■､;

① ヤブツバキ

ー~｣.t;;才

(参 ヒサカキサザンカ

,.一;､ ` ∴丁

-●
㌔

! ! ＼1⊂mj

⑤ シークワーサー

1 - J. ;1⊂m

⑦ クチナ シ

･II - ㌧cmj
(ヨ リュウキュウコクタン

④ ガジュマル

■ - ､̀1cmノ

(む リュウキュウナガ工サカキ

⑧ クスノハカエデ

顕微鏡の倍率は接眼5倍×対物10倍

⑨ イスノキ

写真4 葉脈標本 (左)とその顕微鏡写真 (右)

4.2 WMでの実践

学校教育との関連性を明示した形で葉脈標本づ

くりを取 り入れたWSプログラムを完成させるた

めには､子どもたちの反応から想定した内容を再

検討する必要がある｡また､WMは学校団体や特

定の年齢層にだけ対応するWSプログラムだけを

準備するだけでなく､広く一般の来訪者全般に対

して実践できるWSプログラムを用意する必要も

ある｡そこで､葉脈標本づくりを取り入れたWS
をWMで実際に試行してみた｡

今回の ｢葉脈標本のしおりづくり｣WSは一般

の入園者を対象としたため､入館する子ども達の
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年齢層にばらつきが生じることが予想された｡

WMには小学生以下の子 ども達の入館が多 く,

WS参加者には低学年の児童が多いことから今回

のWSでは対象年齢は定めないこととした｡当初

の予定は30分ごとに受付を行い､参加希望者に対

して一斉型のWSを行う予定であった｡事前告知

をしなかったこともあり､一回目の参加者はわず

か 1組 2名 (親子)だった｡ しかし､WSの最中

に途中から参加してみたいという要望が来館者か

ら寄せられたため､予定を変更して随時参加受付

する形で実践した (写真5)｡

写真5 WMでの実践の様子

午前中の参加者は2組 5名と少なく､WSの初

めから終わりまで参加者と関わることができたが､

後半になって一気に参加者が増えた｡今回のWS
の参加者は合計で23名 (小学生以下14名､中学生

1名､大人8名)であった｡水酸化ナ トリウム水

溶液での葉の加熱作業を事前に処理しての実践だっ

たこともあり､どの参加者も20-30分程度で一連

の作業を終えてしおりを製作できており､一番時

間がかかった参加者でも40分以内で全てを終えて

いた｡これは､WMでの企画の前提条件となる1

団体 (1企画)55分以内という範囲内であったこ

とから､今回のような内容であればWMでのWS
プログラムとして実践可能であると判断できる｡

午前の部に参加した小学校 3年生の女児は､年

間パスポー ト所持者でありWMによく来館するよ

うで､入口の掲示を見ていつもと違ったWSがあ

ると知り入館後すぐに参加してくれた｡葉脈につ

いては小学校 3年生にとっては難しい内容ながら

も母親と一緒に考え､作業中には ｢骨みたいだね｡

でも骨ではないのか｡｣と母親とも色々話しなが

ら楽しく参加していた｡作業も丁寧に行っており､

母親が ｢もうそれくらいでいいんじゃない?｣と

言い出すほど夢中になって作業をしていた｡葉脈

標本が完成した後､この女児だけはありのままの

植物の状態を保ちたいということで､染色しない

でしおりにしていた｡一方､他の参加者には黄色 ･

青色 ･赤色と染め分けをした作品を製作した者や､

テントウムシをモチーフに全体を赤く染めつつ一

部を黒くした作品にした者もいた｡このような作

品を参加者が自由に考え出したことから､理科の

学習の一環としてだけではなく図画工作のWSと

しても機能する可能性が示唆された｡

事例として紹介した前述の児童は､もともとW

Mが提供するWSプログラムに興味を持っていた
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児童であったと言える｡そのため､どの子どもで

も同様な反応が得られるとは必ずしも言えない｡

しかし､この女児をはじめとして､今回のWSに

参加した子ども達は､総じて楽しく取り組んでお

り､反応も良かったように感じられた｡付録 2に

示したように､参加者の感想には ｢作業は大変だっ

たけど､楽しかった｣という意見が大勢を占め､

大人を含めた参加者のほとんどが完成したしおり

を見せに来て､｢楽しかった｡ありがとうござい

ました｡｣と言っていた｡参加してくれた子ども

の中には保育園～幼稚園児もおり､他の参加者が

書いている感想をみて ｢自分も書く !｣と言って

一生懸命に書いていた｡このような参加者の様子

から､今回のWSは参加 してくれた子どもから大

人まで好評であったと総括できる｡その一方で､

今回の参加者は決して多くはないが､随時受付型

でWSを実施したため途中で講師一人では対応で

きない場面が何度もあった｡また､参加する子ど

も達の年齢にばらつきがあり､葉脈そのものにつ

いて学習していない子ども達も参加していた｡作

業そのものは参加者にとって難しくはないもので

はあったが,葉脈に関する展示物や資料を用意す

べきだったと思われる｡

5.実際の授業との関連

葉脈標本を製作する作業と関連する理科の学習

内容として､小学校第6学年 ｢植物の養分と水の

通 り道｣単元が考えられる｡ここでは植物体内で

の水の通り道を学習することが示されており､植

物に着色した水を吸わせた後､茎や葉を切って闇

察することが記述されている16)｡また､中学校の

理科の教科書■7)には葉脈の機能として ｢広くて大

きな葉を支える｣｢葉の維管束｣という記述もあ

る｡今回のWS実践でも ｢骨のようだ｣という発

言が参加者から何度も聞かれた｡この葉脈標本づ

くりと､茎のつくりの観察でよく使われる維管束

の染色を同時に行うと植物の体のつくりを学習す

るときに効果的だと考えられる｡また､身近な公

園内で見られる枯葉の中に､葉脈標本のようになっ

ている葉も見られた (付録 3)｡葉脈標本を作製

し､葉脈の観察後に付録 3のような自然界ででき

る葉脈標本を提示するような授業展開は､自然界

の食物連鎖の話の一部として ｢植物の養分と水の

通り道｣単元の後に学習する ｢生物と環境｣単元

で取り扱うことも可能である｡ ｢植物の養分と水

の通り道｣単元は､6月ごろに学習することが予

想されることからLR)､wMの小学校の団体利用の

繁忙期向け川の企画となり得る｡また食物連鎖や

物質循環についても小学校6年生の段階である程

度学習することから-20㌧ 単なる-単元の学習だけ

に使用するのではなく､植物の体のつくりから食

物連鎖までを関連付けた学習､さらには中学校で

の学習21)までを視野に入れたとりくみも可能であ

ろう｡例えば､5月にWMでこのWSプログラムを

体験し､6月に製作したしおりを教材として用い

て ｢植物の養分と水の通り道｣単元の授業を進め

ることが考えられる｡他にも沖縄こどもの国を遠

足などの学校行事で訪問する時期にこの単元を学

習できるように､年間指導計画を編成する際に､

教科書会社が参考として示している案と単元の順

序を入れ替えることでWS体験をこの単元指導の

中に組み入れたりすることも考えられる｡この単

元指導の中にWMでのWS体験を組み入れる場合､

作業前の発問段階までと作業後のまとめの段階は

教室 (学校)で行い､作業だけをWMで行うこと

が現実的である｡また､WMを来訪する場合､-

クラス40人だと収容人数の関係から一度に体験す

ることが難しい｡例えば､｢植物の養分と水の通

り道｣単元を学習した後の ｢生物と環境｣単元ま

で学習が進んでいる段階の場合なら､半数は復習

を雅ねた葉脈標本の製作､もう半数は動物園を活

用して､｢生物と端境｣単元と関連する学習を行

うような利用がより現実的であろう｡

このWSプログラムを実際の授業へ適用するた

めには､学習指導要儀との関連やプログラムのね

らい､内容､指導計画などをまとめたもの2-2)を提

示することも一つの方法として考えられる｡しか

し利用計画の作成には博物館職員が関わることが

多いものの教員の要望を聞いた形で作成される割

合が多い'Z3'｡子どもの実態やWSに割 り当てられ

る時間など来館する際の学校側の提示する条件に

応じた形で柔軟に変更できるような形で提供して

いくことが求められる｡
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6.おわリに

今回の研究では､これまでWMには用意されて

いなかった植物に関するWSプログラムとして

｢葉脈標本づくり｣をテーマにしたプログラムを

作製した｡葉脈標本づくりそのものは博物館等が

実施するWSプログラムとして珍しいものではな

い｡しかし沖縄県内では実践事例で紹介されてい

る葉脈標本製作に適した植物を入手することが難

しい｡そのためまず､地域に根差した教材化を図

るために沖縄県内で簡単に入手できる38種の植物

から､葉脈標本に適した植物を選定した｡葉脈標

本製作に関しては､前処理段階にあまり時間をか

けられないこともあり､10%水酸化ナ トリウム水

溶液を用いた10分以内の加熱処理を条件の1つと

して選定した｡加熱により葉肉除去にかかる時間

を短縮できるため､授業の中で子ども達が枝につ

いた状態の葉を水酸化ナ トリウム水溶液で処理し､

葉肉の除去を行うことで葉脈だけになっていく様

子まで一連の流れをもって観察 ･実験できる｡そ

の結果､ヤブツバキ､リュウキュウコクタン､ヒ

サカキサザンカ､ガジュマルなど22種で葉脈標本

を製作することができた｡ヤブツバキとヒサカキ

サザンカは同じツバキ科に属する植物であり､類

似点や相違点を集の形態から学ぶための大学生向

けの教材としても役立つことも期待でき､葉脈標

本づくりのWS自体が理科の学習指導に必要な植

物学の専門性を身につけるための教師教育プログ

ラムとして機能する可能性も示唆される｡

この結果を踏まえて､新規WSプログラムとし

て ｢葉脈標本のしおりづくり｣を設定し､WMで

実践した｡実践では､WMに来館する一般の入館

者を対象としたため､低学年の子ども達でも作業

がしやすく､葉脈標本としても見栄えがよいヤブ

ツバキとヒサカキサザンカを使用した｡WSの参

加者の反応も良く､時間的にも無理なく実践でき

たことからWMのWSプログラムとして位置づけ

られると評価できる｡葉脈標本づくりは小学校6

年生で学習する内容とつながることから学校教育

との関連した､子どもたちが楽しく取り組むこと

ができるプログラムとなり得る｡実践を踏まえて

今後WMのWSプログラムとしても､学校教育で

活用できるようにするための教員向け講習会のプ

ログラムとしても十分に活用できると考えられる｡

一方､葉脈についての詳しい説明を展示したり資

料として配付したりすることは､授業と組み合わ

せるか否かにかかわらず工夫が必要な事項である｡

学校が､従来にも増して各教科の内容に則した効

果的で効率的な博物館の活用を求めるのであれば､

今後WMが出前授業や講習会を行う場合には学習

指導要領や学校の教育課程との関連を意識した形

で様々なWSプログラムを用意しておかなくては

ならない川｡wMの職員だけで新規のプログラム

を作製していくのは大変であるが､続けていくこ

とが求められている｡そのためには外部講師や企

業とも協力しながら､学校現場のニーズを踏まえ

るために学校現場と連携 ･協力を強化していかな

ければならない｡またWSプログラムが教育的価

値を生み出すためには､教員向け講習会で学校教

育でのWSプログラムの具体的な活用事例を紹介

していくことが必要不可欠であろう｡
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付録 1 WMでの実践で参加者に配付 した資料

､′-: t ヽ ′ も ■ ヽ ′ ヽ ■

I:とRt/と7- I//｣′フ

1L
葉っぱのなかをみてみよう!I

～ 葉脈標本づくり ～

参加数 柴紳ト/所射l封JjJ20-30分

緑のはっぱがあれっ !?イこ恩議 !I

すけすけ葉っぱに大変身 I I

みんなで葉っぱの,馴各をとりだして､

よ-く観察してみよう｡

どんな模様をしているのかな?

観察したら､しおりをつくって持って

帰ることもできるよ｡

′ ヽ ご ヽ ■ヽ′ヽ′､･-■､

は
葉っぱのなかをみてみよう

ようみやくひ▲うはん
～ 葉脈標本づくり～

じppんぴ★ 準備するもの ★

★葉脈の取り出し★紘.アイロン★染色時★ ･-7--習礁 さ ,芸
--I- .-iⅧ~~____-

ポスターカラー LJL†t一

★加工時★ 代用可能です

水の中から取り出して､紙の上に
葉っぱをのせたら､紙を半分におっ
て上からアイロンをあててかわかしま

す｡ 凸
題萌シートに葉っぱをのせて､好き
な色の絵のぐを指につけて葉っぱ
にトントンと色をつけていきます｡

凸
よ ぶん

ティッシュで軽くおさえて､余分な絵
のぐを取りのぞき,もう一度紙の上に
のせて､アイロンをあててかわかしま
す｡
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付録 2 WS参加者の感想

記払 .ウたことJ相 ;槌 e糊 叫 ください.

カ､わむく玖 付 けたたく

～

むh'かJ,たことなei秘 抄 恥 や くだか ､.

i.(UlLイな Jt./1て一々

･7-タ,/= プt.やりでみて.鼻かつたことや
'J払り たこと/)とi砧th弗… く.i:Sい.

2'

_,iii'岩礁 買

')-チ,/'y1七やつてTJて.為 か.,たことや

鎚旨かつ.-_ことなど孤 帥 叫かせ<ださい.

宵,加 東 守の各甑 .

;云三:;_::≡:義 :三霊 漉 ::V

轟 堰､お ,:

ワークシ.i,/プ●やってみて.各かつたことヰ
& .A.ウたことなど払 t相 対 ください.

TIc,しヽ 一､r,で巧

･d<./ /)I.I-う､こ●●さ再 (′.(

ワーク,/=プ七やつてみて.如.つf_ことや

クータ,/.タブtや｡てみて.各かつたことヤ

31b'｡..,たことI}gi柑 紬 書かせください.程 禁 ,L<7,LI?t7L慧
の (I-を ぬ つf:L;うT(riつ

ワ_タ,/../ナモチ'J'てみて.分如 たことJC'

買芸bLr等 買 閏

ワーク'/Ij,プtやJ}てみて.分かつJtことや

訟払 .'たことILと芸鮎 w Aせ くださ.㌔

写蒜 二t.,無 _tL嵩 昔

一､し & -t i が … 音恥 ､ーL': L

tI一身ヾ り こ.Jr＼､‥ 1-,.

クータt/‥ プt.やって1Iて.如 .ウたこと々

a描か->たことTLと誠 t>dかせください.

封禁- ､えっkを含7ノ

作動 -孝一や､ー巧

ワークシ" 1をやつてみて.各かつたことや

'Jh'かウたことなど払 t畑 かせください.

諾豊 三一1､七α射 軒 -i-1与 パ し1て一

付録3 葉脈標本のようになっていた枯葉
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